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A consideration of coaching methods to enhance the motivation for participation to school athletic clubs
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	Ⅴ動機づけ雰囲気
	動機づけ雰囲気は，個人が集団に存在していると認知する目標志向性のことで，集団が熟達目標を重視する時に見られる熟達雰囲気と，集団が成績目標を重視する時に見られる成績雰囲気に大別される．スポーツなどの達成場面の動機づけは，指導者，仲間，クラスといった環境の影響を受けている．熟達雰囲気をもたせることが，個人の動機づけを高める上で重要になる．指導者が生徒や選手の学習の成果を重視して，他者との比較を中心として評価することにより，成績雰囲気をつくり出してしまう．一方，指導者が生徒や選手の学習の仕方を重視して，...
	Ⅵ結論
	指導者が部員自身の動機づけを高めるためには，達成可能であり，なおかつ，困難で具体的な目標を設定させ，また，成功や失敗の原因を能力ではなく努力に帰属させる指導が有効であると結論された．

